
◆照会先　高齢福祉課　☎23-7734

●保険料のお支払いを年金天引きから口座振替に変更できます

●平成28年度の保険料の軽減措置について

●平成28年度の保険料額が決定しました

　　保険料は、口座振替でのお支払いに切り替えることができます。口座振替によるお支払いを希望される方は、
　　高齢福祉課にお問い合わせください。

　①均等割額の軽減
　　世帯の所得に応じて、均等割額が軽減されます。（詳しくは、高齢福祉課にお問い合わせください。）
　②所得割額の軽減
　　所得割額を負担する方のうち、基礎控除後の総所得金額等が58万円以下の方は、所得割額が一律5割軽減されます。
　③被用者保険の被扶養者であった方の軽減
　　被用者保険※の被扶養者であった方は、所得割額の負担はなく、均等割額が9割軽減されます。
　 　※被用者保険 … 協会けんぽ・健康保険組合・船員保険・共済組合の公的医療保険の総称（国民健康保険・国民健康保険組合は含まれません。）

　　保険料は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計
　となり、平成28年度の保険料は平成27年中の所得を基に個人単位で計算されます。
　　5月末までに岐阜県の後期高齢者医療の被保険者になられた方に対して、7月中旬に「後期高齢者医療保険料額
　決定通知書」をお送りします。保険料額や納付方法が記載されていますので、ご確認ください。

　　後期高齢者医療の保険証は、関市に住所を有するすべての75歳以上の方と、一定の障がいがある65歳から74歳の方
　で広域連合の認定を受けた方に交付されます。
　　現在の保険証の有効期限は平成28年7月31日となっていますので、8月1日からは7月中にお送りする新しい保険証を
　ご使用ください。※7月31日までは、現在の保険証をご使用ください。
　　新しい保険証は、現在のうすい緑色から、うすい紫色になります。

均等割額 所得割額

被保険者1人当たり
42,690円

被保険者の所得※ ×
所得割率  8.55％

氏　　　　名 広域　太郎

有   効   期   限 平成２9年７月３１日

○ 割一部負担金の
割　　　　合

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成２9年７月３１日
住 所

氏 名
生 年 月 日
資格取得年月日
発 効 期 日
交 付 年 月 日
一部負担金の割合
保 険 者 番 号
保 険 者 名

岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

広域　太郎　　　　　　性　別　男
昭和○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日
平成２８年 　 8月　 1日

　　　　　○ 割
　　○○○○○○○○
岐阜県後期高齢者医療広域連合

※所得＝総所得金額等－基礎控除額33万円

【保険料の決まり方】

平成28年度の保険料

被保険者番号 ○○○○○○○○被保険者番号 ○○○○○○○○

限度額57万円（年額）
100円未満切捨て

●保険証（被保険者証）を更新します

後期高齢者医療制度についてのお知らせ

《8月１日から・うすい紫色》《7月3１日まで・うすい緑色》

氏　　　　名 広域　太郎

有   効   期   限 平成２8年７月３１日

○ 割一部負担金の
割　　　　合

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成２8年７月３１日
住 所

氏 名
生 年 月 日
資格取得年月日
発 効 期 日
交 付 年 月 日
一部負担金の割合
保 険 者 番 号
保 険 者 名

岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

広域　太郎　　　　　　性　別　男
昭和○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日

　　　　　○ 割
　　○○○○○○○○
岐阜県後期高齢者医療広域連合
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▼　　線に沿って切り取ってください。

　市民の皆さんの新鮮で柔軟な発想による
「まちづくり」のための夢やアイデア、
市政への提言などをお寄せください。

市民の声市長への伝言
　電話やファクス、インターネットでも、市政
へのご意見、ご提言をお聞きしています。

　◎電話・ファクス共通番号

０120        ― 
フリーダイヤル

 ８74042
ハ  　ナ　  シ　 ヲ　  シ 　ニ

 （話を市に）　
市のホームページからも受け付けています。
http://www.city.seki.lg.jp/

　まちづくりなど、市政全般についてのご意見、
ご提言をお書きください。　
●差出人欄をお書きください。内容によっては、
直接回答します。　
●切り取り線の所から切り取って封筒を作り、
　切手を貼らずにお出しください。
　●市販の封筒などでも、送ることができます。

＜送付先＞ 〒501-3894  関市若草通3丁目1番地
　　　　　　　　　関市役所「市長への伝言」行

市
長
へ
の
伝
言

  関
   市
   長
   行

あなたの  声 を
市政に

1038
6

30
9

市民の声

「市民の声」「市長への伝言」コーナー

あなたの　　を市政に！
こ　え

●関市では、より多くの皆さんのご意見をお聞き

　して市政に反映させたいと考えています。

　あなたの市政全般に対するご意見やご要望、

　ご提案などをお寄せください。

①切り取り線に沿って
　紙面から切り取り、
　この面が外側になるように
　中央を折ります。

②あて先を下にして、
　のりしろを図のように
　貼り合わせます。

③切手を貼らず
　そのままお近くのポストへ
　投函してください。

声

封筒のつくり方

関
郵
便
局
私
書
箱
第
９
号

関　局
承　認
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市 民 の 声

の り し ろ

の り し ろ

※必ずご記入ください。

職　　業 電話番号

平成　　　　年　　　月　　　日

男・女　　　　歳

の

り

し

ろ

お  名  前

あなたの
住　　所

〒

市民の声から

◎
緊
急
時
の
情
報
伝
達
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
周

知
に
同
報
無
線
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
の
家
か
ら

は
設
置
場
所
が
遠
く
、
音

声
が
あ
ま
り
聞
こ
え
ま
せ

ん
。
先
ほ
ど
の
放
送
内
容

を
確
認
で
き
る
方
法
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

◎
関
シ
テ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
移
転
し
て
き
れ
い
に
な

り
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学

に
い
つ
も
利
用
し
て
い
ま

す
。
ひ
と
つ
困
っ
て
い
る

事
は
、
駐
輪
場
の
屋
根
が

少
な
く
自
転
車
が
濡
れ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
屋
根

を
増
設
し
て
も
ら
う
こ
と

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

50

同
報
無
線
の
内
容
に
つ
い
て

関
シ
テ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル

駐
輪
場
の
屋
根
に
つ
い
て

（
市
か
ら
の
回
答
）

◆
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ

た
時
は
、
次
の
方
法
で
内
容

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
同
報
無
線
確
認
ダ
イ
ヤ
ル 

（
☎
０
８
０
０
ー
２
０
０
ー

８
７
７
３
）
※
通
話
料
無
料

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着

情
報

③
関
市
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

(

事
前
登
録
が
必
要)

　

ま
た
、
無
線
設
備
の
音
量

や
向
き
な
ど
に
つ
い
て
、
随

時
調
整
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
市
か
ら
の
回
答
）

◆
関
シ
テ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
駐
輪
場
に
つ
い
て
、
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
。
他
の
利
用
者
か
ら

も
同
様
の
ご
意
見
を
頂
い

て
お
り
、
平
成
28
年
度
中

に
駐
輪
場
の
屋
根
を
増
設

す
る
予
定
で
す
。
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地
域
社
会
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る

気
軽
に
ご
相
談
を

照
会
先

第66回社会を明るくする運動 

 「社会を明るくする運動」
強調月間です

　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯罪
や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解
を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や
非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

明るい社会　　　　
電 話住　 所氏 名

伊佐地　金嗣

遠藤　　兵庫

大野　　恭三

小川　　哲秀

尾口　　文良

小澤　　咲枝

亀山　　靜子

亀山　　良平

河村　登志子

川村　　守雄

鬼頭　　賢定

紀藤　　昌行

國光　　　勝

小林　　　誠

酒井　　啓道

清水　　宗夫

清水　　善光

新海　　正美

竹山　　玄道

塚原　眞一郎

塚原　　孝子

長尾　　嘉市

長屋　　長久

野村　　　伸

早川　　誠一

早川　　弘昭

日野　　安晃

平田　　良雄

水口　　　勲

宮本　　洪純

森　　とき枝

安田　　好良

吉田　　正道

鋳物師屋

肥田瀬

小野

武芸川町平

下有知

上白金

東仙房

小屋名

旭ヶ丘

西田原

小瀬

東日吉町

下之保

東志摩

上之保

十軒町

吉田町

春日町

倉知

山田

仲町

富之保

板取

洞戸飛瀬

肥田瀬

鋳物師屋

朝倉町

西田原

豊岡町

下有知

下白金

常盤町

武芸川町谷口

22-3485

22-4390

29-0532

46-3006

22-3718

28-2634

23-0399

28-3257

22-8282

22-5904

22-0547

22-0858

49-2055

22-7961

47-2638

22-3617

22-0563

22-9572

22-0350

28-3764

22-8642

49-2911

(0581)57-6733

(0581)58-2620

22-7818

22-6044

22-6017

24-5443

23-2018

22-3642

28-4164

22-0992

46-3263

　
こ
こ
数
年
、少
年
に
よ
る
凶
悪
重
大
な
事

件
が
相
次
ぎ
、ま
た
、い
じ
め
、不
登
校
、ひ

き
こ
も
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。一
方
、子
ど
も
た
ち
が
性
犯

罪
や
児
童
虐
待
な
ど
、悲
し
い
事
件
の
被
害

者
と
な
っ
て
し
ま
う
、何
と
も
や
り
き
れ
な

い
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
の
も
実
情
で
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
非
行
や
犯

罪
か
ら
守
る
た
め
に
は
、地
域
社
会
が
一
体

と
な
っ
て
、社
会
環
境
の
浄
化
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
社
会
が
更
生
を
助
け
る

　
犯
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少

年
も
い
ず
れ
は
地
域
に
戻
り
、地
域
の
一
員

と
し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

更
生
と
社
会
復
帰
を
図
る
た
め
に
は
、本
人

の
強
い
意
志
と
と
も
に
、家
庭
や
職
場
、学

校
、地
域
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。こ
の
理
解
と
協
力
は
、犯
罪
や

非
行
の
原
因
、背
景
に
対
す
る
認
識
を
深

め
、防
止
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　　「
い
き
い
き
」と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
こ
と

は
、だ
れ
も
が
持
つ
共
通
の
願
い
の
は
ず
で

す
。人
と
人
、心
と
心
が
触
れ
合
う
こ
と
の
で

「
い
き
い
き
」
し
た
明
る
い
地
域
社
会
を

き
る
地
域
社
会
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
犯
罪
や
非
行
予
防
、更
生
保
護
に
関
す
る

相
談
を
保
護
司
が
行
っ
て
い
ま
す
。秘
密
は

必
ず
守
ら
れ
ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
来
訪
の
際
は
事
前
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。）

■
福
祉
政
策
課（
☎
23―

９
０
８
３
）

■
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　（
平
和
通
６―

11―

１
）（
☎
23―

９
６
９
６
）

相談員の皆さん -50音順・敬称略-
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◆実施期間　夏休み期間中（７月 21 日～８月 31 日）
◆対象者　市内に在住および市内の小・中学校に在籍
　　　　　する児童・生徒　※小学生は４年生以上。
◆対象路線　　
【関シティバス】関板取線、関上之保線、買い物循環線、

市街地病院循環線、わかくさ・小金田線、わかくさ・
千疋線
【関市デマンドバス】

わかくさ・富野線、わかくさ・
田原線、わかくさ・迫間線、
わかくさ・向山線
【関市デマンド乗合タクシー】

下有知地区、瀬尻・広見地区　　
◆実施方法　　
①夏休み前に各学校から対象保護者に乗車体験申込書
を配布します。市外に通学している方は、直接市民協
働課へお問い合わせください。
②申し込みがあった小・中学生に乗車券 12 枚を配布
します。
③児童・生徒は、対象バスの運賃に代えて配布した乗
車券で、無料にて乗車できます。
◆注意事項
　デマンドバス、デマンドタクシーについては、事前
に電話予約が必要です。また、デマンドバスおよびデ
マンド乗合タクシーは、乗車定員が少ないため、定員

を超過した場合はお断りする場合があります。
◆照会先　関市公共交通活性化協議会事務局
　　　　　（市民協働課内）（☎ 23-6831）

◆バスを利用して…
　▽名古屋へ→高速特急名古屋線、高速名古屋線　▽
首都圏へ→高速新宿線　▽長島温泉へ→高速関長島線
　▽関市内→温泉やキャンプ施設がたくさんあります。
　また、今話題の通称「モネの池」、きれいな津保川
や板取川の川遊びなど、関シティバスや無料の地域バ
スを利用して訪れてみてはいかがですか。
◆長良川鉄道を利用して…　
　特に観光列車「ながら」では、食事やスイーツを楽
しみながら、長良川の風景を堪能できます（乗車には
予約が必要です）。
　また、サイクリング列車や徹夜踊
り臨時列車などの企画列車の運行も
ありますので、ぜひご利用ください。

◆照会先   市民協働課（☎ 23-6831）
　　　　   長良川鉄道（☎ 23-3921）
                  観光列車「ながら」予約専用（☎ 46-8021）

夏休み「小・中学生シティバス乗車体験事業」のご案内

☆夏休みはバスや鉄道を利用して、

　ちょっとお出かけしてみませんか

　小・中学生が、関シティバスなどの乗車体験を通して、バスでの移動に慣れ親しみ、
公共交通への理解と利用マナーを身につけることを目的に実施します。

20

　

（株）キョウワさんの現地工場を見せていただき
ました（ベトナム・ホーチミン）

旅行雑誌社で観光ＰＲ（タイ・バンコク）
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　5月下旬、古田肇 知事に同行して観光 PRのために

ベトナム・タイ両国を訪問してきました。

　歴史や感情が複雑に絡み合う東アジアと比べると、

東南アジアのベトナム・タイ両国はどちらも親日度が

極めて高い国です。また、個人的なことですが、タイ

は大学1年のとき、ベトナムは大学卒業旅行で訪問し

た国ですので、どちらも20年以上ぶりでした。

　ベトナムでは、首都ハノイにて知事に同行した現地

大手訪日旅行会社での観光 PRの他、ダナンにて中部

学院大学と提携しているダナン医薬技術大学への訪問、

ホーチミンにて関市から進出している製造企業の現地

法人の工場視察などを行いました。

　タイでは、首都バンコクにて県と一緒に現地大手訪

日旅行会社を訪問したほか、関市独自に現地の旅行

雑誌社を2社訪問して関市の観光 PRを行いました。

　特にタイでは、訪日する際の観光ビザが必要なく

なったこともあり、日本を何度も訪問するリピーター

が増えており、北海道・東京・京都などの定番観光地

に満足した後、さらに次なる観光地を求めている観光

客が多いという話がありました。

　両国とも現地で名前の出てくる岐阜県内の観光地は、

やはり高山・白川郷が双璧ですが、関市の日本刀鍛錬

や小瀬鵜飼は、長く受け継がれてきた歴史と伝統とス

トーリーがあるので、うまく高山や白川郷の観光に合

わせて、プラスアルファの選択肢として売り込んでいけ

る可能性は大いにある、と感じたところです。

★ベトナム、タイで関市をＰＲ★
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5月16日〜6月15日にあった
市内の話題を中心にご紹介します。

「清流長良川の鮎」が世界農業遺産に認定されたこ
とを記念して、５月19 日、長良川中央漁業協同組合
は、池尻の長良川河畔で稚鮎の放流を行いました。
鵜匠を含む参加者たちは、この清流で大きく育って
ほしいと願いを込めつつ、元気いっぱいの稚鮎を川
に放ちました。

清流で大きく育ってほしい

練習の成果を発揮し
ました

ミナモたちがやってきた

世界の中の日本を語る

５月29 日、２回目となる「せきサイクル・ツーリン
グ2016 in 津保川」が開催されました。県内外から
５００人近い参加者が集まり、鮮やかな新緑の風景
とチェックポイントでのおもてなしを満喫しながら、
自分に合ったペースで自転車を走らせました。

市内の各消防団が日頃の練習成果を披露する「第

61 回関市消防操法大会」が６月５日、中濃公設市

場で開かれました。５人１組となった各団の出場選

手たちは、小型ポンプ操法を素早くかつ的確に、そ

の技術を披露しました。今回は上之保分団が優勝

し、８月に行われる県大会に出場します。

５月 23 日、関市国際交流協会の定期総会終了後
に、在住外国人の方を交えて「ワールドカフェ」が
開催されました。同協会の恒例行事ともなったワー
ルドカフェでは、グループごとに国際関連のテーマ
を話し合い、普段は気付きにくい世界のこと、日本
のことをお互い学びました。

今年９月23 日から25 日にかけて、岐阜県を舞台に
第70 回全国レクリエーション大会が開催されます。
６月11 日、大会を盛り上げるキャラバン隊が関市に
やってきました。レク推進宣言やミナモ体操といった
式典の後、関市がメイン会場となる競技「バウンド
テニス」などの体験も行われました。

爽やかな風を感じながら
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夏
休
み
親
子
刃
物
セ
ミ
ナ
ー

【
私
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ふ
で

ば
こ
を
作
ろ
う
！
】

　

県
内
産
の
木
材
と
刃
物
を
使
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
ふ
で
ば
こ
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

７
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

後
３
時

■
場
所　

中
池
自
然
の
家

■
講
師　

尾
上
卓
生
さ
ん
、安
田
英
明
さ
ん
、

長
友
隼
人
さ
ん

■
対
象　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
申
込
方
法　

７
月
４
日
（
月
）
か
ら
、
電

話
で
住
所
、
参
加
者
お
よ
び
保
護
者
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、

生
年
月
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
照
会
先　

商
工
課
（
☎
23
―
６
７

５
３
）

第
34
回
関
市
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

■
日
時　

７
月
30
日
（
土
）
午
後
５
時
～
９

時　

※
雨
天
時
は
31
日
（
日
）
に
順
延

■
場
所　

本
町
通
り
（
本
町
１
～
５
丁
目
）

※
交
通
規
制
は
本
町
１
～
８
丁
目

■
内
容　

鼓
笛
隊
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
菓
子

ま
き
、
金
魚
す
く
い
、
ス
テ
ー
ジ
で
の

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

■
そ
の
他　

路
線
バ
ス
は
本
郷
通
り
へ
迂
回

運
転
と
な
り
ま
す
。（
正
午
か
ら
終
日
）

■
照
会
先　

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
本
町

プ
ラ
ッ
ツ
内
）（
☎
24
―
８
２
１
２
）

【
同
日
開
催
】

◆
「
せ
き
」
燈と
う
か
え花
会

　

水
を
入
れ
た
カ
ッ
プ
の
中
に
浮
か
べ
た
ろ

う
そ
く
の
優
し
い
灯
り
で
、
幻
想
的
に
照
ら

し
出
し
ま
す
。
天
王
ま
つ
り
も
同
日
開
催
し

ま
す
。
※
雨
天
順
延
。

■
時
間　

午
後
５
時
30
分
～
９
時　

■
場
所　

春
日
神
社

■
照
会
先　

関
商
工
会
議
所
（
☎
22
―
２
２

６
６
）

◆
第
５
回
関
市
民
俳
句
の
集
い

■
受
付
日　

７
月
30
日
（
土
）
※
雨
天
決
行

■
投
句
受
付　

小
・
中
学
生
の
部
、
一
般
・

高
校
生
の
部

■
受
付
時
間　

午
後
５
時
～
６
時
30
分

■
照
会
先　

関
商
工
会
議
所
（
☎
22
―
２
２

６
６
）

第
62
回
関
市
職
域
野
球
大
会

■
期
間　

８
月
21
日（
日
）～
10
月
16
日（
日
）

■
場
所　

関
市
民
球
場
ほ
か

■
代
表
者
会
議　

８
月
５
日
（
金
）
午
後
７

時
か
ら　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合

体
育
館
・
２
―
１
会
議
室
」

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
８
千
円　

※
保
険
料

含
む

■
申
込
・
照
会
先　

７
月
28
日
（
木
）
ま
で

に
職
域
野
球
連
盟
事
務
局
（
や
よ
い
ス

ポ
ー
ツ
内　

☎
22
―
１
６
０
１
）

関
市
文
化
会
館
・
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

コ
ン
サ
ー
ト
（
７
月
～
９
月
）

　

入
場
無
料
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
各
回
と
も
に
午
前
11
時
～
11
時
30
分
）

■
７
月
２
日
（
土
）
▽
内
容
＝
南
米
音
楽
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う　

▽
出
演
＝
エ
ル　

ス
エ
ー
ニ
ョ

■
８
月
６
日
（
土
）
▽
内
容
＝
吹
奏
楽
演
奏

▽
出
演
＝
関
市
消
防
音
楽
隊

■
９
月
３
日
（
土
）
▽
内
容
＝
声
楽
と
ピ
ア

ノ　

▽
出
演
＝
Ｌ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
（
ラ
パ
ン
）

■
場
所　

文
化
会
館　

１
階
市
民
ロ
ビ
ー

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

夏
の
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
会

■
日
時　

７
月
１
日（
金
）～
８
月
31
日（
水
）

▽
受
付
＝
午
前
６
時
15
分　

▽
体
操
＝

午
前
６
時
30
分
～

■
場
所　

中
池
公
園
陸
上
競
技
場
西
側
駐
車

場　

※
雨
天
＝
多
目
的
広
場
ス
テ
ー
ジ

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

お
は
よ
う
体
操
会
・
石
木
一
成

（
☎
22
―
９
０
３
７
）

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

◆休館日　月曜日（休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎ 23-7777

7月5日（火）〜7月10日（日）

7月16日（土）〜7月24日（日）

7月28日（木）〜7月31日（日）

長良川鉄道写真展

みきの会　作品展

2016平和展

広報せき 2016.07関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

せき・まちかど工房ギャラリー

■照会先  
せき・まちかど工房を支援する会 （本町2丁目29  ☎46-9589）

7月5日（火）〜10日（日）

7月19日（火）〜24日（日）

7月12日（火）〜17日（日）

岩田十士写真展山田式バランス
トンボ展

彩日本画色紙展

午前１０時 〜 午後５時

7月26日（火）〜31日（日）

書と陶の四人展
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第
５
回
関
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

関
市
児
童
水
泳
記
録
会
・
中
濃

地
区
体
育
大
会
水
泳
競
技
大
会
・

中
濃
地
区
水
泳
選
手
権
大
会

■
日
時　

８
月
７
日
（
日
）
▽
午
前
８
時
開

場　

▽
午
前
９
時
開
会
式　

▽
午
後
３

時
30
分
終
了
予
定　

※
小
雨
決
行

■
場
所　

中
池
市
民
プ
ー
ル

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

▽
小
・
中
学
生
＝
各
学
校
へ

▽
高
校
生
・
一
般
＝
関
市
水
泳
協
会
へ

■
申
込
期
間　

７
月
20
日
（
水
）
必
着

■
申
込
先　

関
市
水
泳
協
会
・
栗
山
守
（
☎
・

24
―
０
７
６
７
）
※
詳
し
く
は
、
関
市

体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、
加
盟
競

技
団
体
・
関
市
水
泳
協
会
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業

「
関
の
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」

　

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
誰
も
が
気
軽

に
市
の
こ
と
を
お
話
し
で
き
る
場
と
し
て
、

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。参
加
費
無
料
。

■
開
催
日
時　

▽
７
月
14
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
３
時

30
分　

・
テ
ー
マ
「
防
災
に
つ
い
て
話

そ
う
」　

・
ゲ
ス
ト　

関
市
危
機
管
理
課

職
員

▽
７
月
28
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
３
時

30
分　

・
テ
ー
マ
「
円
空
に
つ
い
て
話

そ
う
」　

・
ゲ
ス
ト　

せ
き
・
ま
ち
づ
く

り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぶ
う
め
ら
ん
職
員

■
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
安
桜
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
内
）

■
対
象　

ど
な
た
で
も

■
定
員　

10
人
（
申
し
込
み
が
必
要
）

■
申
込
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
７
７
７
２
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
プ
チ
イ
ベ
ン
ト

「
円
空
彫
り
に
挑
戦
！
」

　

市
内
各
地
に
円
空
が
残
し
た
仏
像
が
あ
り

ま
す
。簡
単
な
円
空
彫
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

７
月
23
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

■
講
師　

平
野
忠
男
さ
ん（
円
空
彫
り
講
師
）

■
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

（
安
桜
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
内
）

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
持
ち
物　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装 

（
座
っ
て

彫
り
ま
す
）

■
申
込
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
７
７
７
２
）

音
楽
＆
ホ
タ
ル
観
賞
会

■
日
時　

７
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分

～
９
時　

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延

■
場
所　

武
芸
川
町
谷
口
寺
尾
地
区
・
中
川

原
公
園
（
喫
茶
「
花
の
木
」
裏
）
※
駐

車
場
＝
寺
尾
小
学
校　

※
雨
天
時
＝
寺

尾
公
民
館

■
内
容　

二
胡
の
演
奏
、
ホ
タ
ル
ク
イ
ズ
な
ど

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

喫
茶
「
花
の
木
」（
☎
37
―
５ 

　

４
８
７
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
生
活
共
生

　

会
・
井
上
（
☎
０
９
０
―
６
０
９
９
―
５

　

４
１
２
）、
関
ホ
タ
ル
の
会
・
平
田
（
☎

　

０
９
０
―
７
３
０
５
―
６
９
１
１
）

は
も
み
ん
・
は
つ
ら
つ
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
夏
季

■
日
時　

７
月
24
日
（
日
） 

▽
午
前
８
時
30

分
～
受
付
（
当
日
受
付
）　

▽
午
前
９
時
出

発　

▽
正
午
ご
ろ
解
散

■
集
合
場
所　

板
取
川
温
泉

■
コ
ー
ス　

板
取
川
温
泉
（
発
着
点
）
～
板

　

取
川
沿
い　

▽
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス 

３
㌔
、

　

▽
ロ
ン
グ
コ
ー
ス 

川
浦
渓
谷
折
り
返
し 

　

7
.
4
㌔

■
参
加
費　

無
料　

※
参
加
賞
有

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
雨
具
な
ど

■
照
会
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
ー
７

　

７
６
６
）

※
雨
天
中
止
（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
23
ー

　

７
７
５
２
）

平
成
29
年
関
市
成
人
式　

■
開
催
日　

平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）

■
対
象
者　

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
関
会
場
で
は
、
成
人
式
実
行
委
員
会
が
企

画
・
運
営
す
る
予
定
で
す
。
実
行
委
員

を
希
望
さ
れ
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

中
央
公
民
館（
☎
23
―
７
７
７
６
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
フ
ラ
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー

■
日
時　

７
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３

時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

■
場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ざ
ぐ

る
ま
（
稲
口
７
７
４
―
１
）

■
出
演　

フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル「
ロ
ケ
ラ
ニ
」

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ざ

ぐ
る
ま
（
☎
21
―
５
５
６
６
）

関市総合体育館のお知らせ

7月7日（木）、21日（木）午後7時〜9時　※登録料要

7月9日（土）午後1時30分〜4時　※参加無料
※改修のため、平成28年10月〜平成29年1月末は温水プールを利用できません。

■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

トレーニング機器取扱説明会

7月24日（日）午前10時〜11時の部／午前11時〜正午の部
※各部100人（申込順）　※屋内用シューズ持参

■申込・照会先　7月1日（金）〜20日（水）の間に
     関市総合体育館・温水プール（☎23-7762）まで

地　域 時　間 会　場

関 午後 1 時
から式典

関市文化
会館

洞戸 午前 11 時
から式典

洞戸ふれあい
センター

板取 午前 10 時
から式典 板取事務所

武芸川 正午から
式典

武芸川生涯
学習センター

武儀 午前 11 時
から式典

武儀生涯
学習センター

上之保 午前 10 時
から式典

上之保生涯
学習センター

広報せき 2016.07 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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不
安
を
抱
え
る
女
性
の
た
め
の

交
流
会

　

対
人
不
安
な
ど
人
付
き
合
い
で
悩
み
を
抱

え
て
い
る
女
性
の
た
め
の
会
で
す
。
心
理
士

と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
な
ど
、
話
さ

な
く
て
も
参
加
で
き
る
気
軽
な
会
で
す
。

■
対
象
者　

10
代
後
半
～
30
代
の
女
性
で
対

人
緊
張
・
不
安
を
抱
え
て
い
る
方

■
日
時　

７
月
16
日（
土
）、８
月
20
日（
土
）、

い
ず
れ
も
午
後
４
時
～
５
時
30
分
（
今

後
毎
月
一
回
開
催
）

■
場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ざ
ぐ

る
ま
（
関
市
稲
口
７
７
４
―
１
）

■
参
加
費
　
５
０
０
円　

※
事
前
予
約
必
要

■
申
込
・
照
会
先　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ざ
ぐ
る
ま
（
☎
21
―
５
５
６
６
）

盆
お
ど
り
講
習
会

　

関
盆
お
ど
り
保
存
会
で
は
、
郷
土
ゆ
か
り

の
「
関
音
頭
」
な
ど
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
不

要
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　

７
月
22
日
（
金
）
午
後
７
時
～
９

　

時
■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

　

館　

多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
講
師　

中
濃
民
踊
協
会　

河
村
徳
子
さ
ん

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

関
盆
お
ど
り
保
存
会
（
観
光
交

　

流
課
内
）（
☎
23
ー
７
７
０
４
）

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

　

微
生
物
の
力
を
借
り
て
生
ご
み
の
減
量
化

を
図
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

７
月
14
日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時

■
場
所　

桜
ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
１

階
会
議
室

■
対
象　

市
内
在
住
の
方

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
受
講
料　

２
０
０
円
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
１
セ
ッ
ト
代
）
※
当
日
徴
収

■
持
ち
物　

不
要
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
（
あ
る
方
の

み
、
何
枚
で
も
可
）
※
男
性
Ｍ
サ
イ
ズ

以
上
、
女
性
Ｌ
サ
イ
ズ
以
上
。
※
下
着
、

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
も
可
。
※

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
虫
除
け
キ

ャ
ッ
プ
の
材
料
と
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

開
催
日
前
日
ま
で
に
、
環
境

ネ
ッ
ト
せ
き
・
服
部
（
☎
０
９
０
―
１

５
６
９
―
１
４
７
１
）

■
照
会
先　

生
活
環
境
課（
☎
23
―
７
７
０
２
）

家
事
支
援
サ
ポ
ー
ト
技
能
講
習
会

　

高
齢
者
活
躍
人
材
育
成
技
能
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
期
間　

８
月
25
日
（
木
）・
26
日
（
金
）・

30
日
（
火
）
の
３
日
間

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
■
対
象
者　

就
業
を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の

方
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
希
望

者
お
よ
び
会
員

■
定
員　

10
人

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

８
月
10
日
（
水
）
ま
で
に
高

齢
福
祉
課
ま
た
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
。

■
申
込
先　

〒
５
０
０
―
８
１
４
５　

岐
阜

市
雲
井
町
３
―
12　

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
ま
で
郵
送
。　

F
A
X
の
場
合
は
０
５
８
―
２
４
８
―

９
７
３
０
へ
送
信
。

■
照
会
先　

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
（
☎
０
５
８
―
２
４
９
―
０

２
２
８
）
ま
た
は
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―
５
６
６
６
）

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ

教
室

■
日
時　

①
７
月
31
日
（
日
）　

②
８
月
19

日
（
金
）
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～

■
場
所　

関
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

小
・
中
学
生

■
定
員　

各
回
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

各
日
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

込
）
※
貸
靴
は
各
回
３
０
０
円
別
途
必

要
■
講
師　

吉
野
操
（
よ
し
の　

み
さ
お
）
プ

ロ
。
体
育
協
会
コ
ー
チ
資
格
保
持
の
吉

野
プ
ロ
が
親
切
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

■
申
込
期
限　

各
日
と
も
前
日
ま
で
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
込
・
照
会
先　

関
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
・
岡
田
（
☎
22
―
４
９
２
２　

22
―

４
９
２
３
）

親
子
水
泳
教
室

■
日
時　

７
月
21
日
（
木
）・
22
日
（
金
）・

26
日
（
火
）・
28
日
（
木
）・
29
日
（
金
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分
（
全
５
回
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
温
水
プ
ー
ル
」

■
対
象　

10
メ
ー
ト
ル
程
度
が
泳
げ
な
い
市

内
の
小
学
１
～
３
年
生
と
そ
の
保
護
者

※
保
護
者
も
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

親
子
16
組
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

１
５
０
０
円
（
プ
ー
ル
入
場
料

は
別
途
必
要
）
※
申
込
時
に
支
払
い
。

■
申
込
期
間　

７
月
１
日（
金
）～
８
日（
金
）

■
申
込
・
照
会
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎

23
―
７
７
６
６
）
※
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
月
曜
日
休
館
）

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

■
日
時　

８
月
２
日
～
９
月
29
日
の
毎
週

火
・
木
曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

30
分
（
全
10
回
）

■
場
所　

中
池
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の

18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生
を
除
く
）

■
定
員
　
30
人　

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

■
持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ズ

■
受
講
料　

３
千
円　

※
申
込
時
支
払
い
。

■
申
込
期
間　

７
月
１
日（
金
）～
15
日（
金
）

※
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
不
可

■
申
込
・
照
会
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎

23
―
７
７
６
６
）
※
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
月
曜
日
休
館
）
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岐
阜
県
警
察
官

■
照
会
先　

関
警
察
署
警
務
係
（
☎
24
―
０

１
１
０
（
内
）
２
１
１
）

「
名
月
と
萩
の
夕
べ
」
文
芸
作
品

　

９
月
17
日
（
土
）
に
市
役
所
市
民
広
場
で

開
催
す
る
、
第
20
回
「
名
月
と
萩
の
夕
べ
」

の
文
芸
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
部
門
・
課
題　

▽
短
歌
―
自
由
詠　

１
首　

▽
俳
句
―
秋
季
雑
詠
２
句　

▽

川
柳
―
自
由
詠　

２
句　

▽
俚
謡
―
秋

季
雑
詠
２
章　

▽
狂
俳
―
「
露
し
と
ど
」

「
美
し
い
」「
快
挙
」
１
題
１
句
・
３
句

１
組

■
応
募
方
法　

８
月
14
日
（
日
）
必
着
で
、

　

は
が
き
裏
に
部
門
（
朱
書
き
）
と
作
品
、

　

表
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
文
化
課
内
「
名
月
と
萩
の
夕
べ
」

係
（
〒
５
０
１
―
３
２
３
２　

関
市
桜

本
町
２
―
30
―
１
）
へ
送
付

■
そ
の
他　

▽
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
部

門
と
し
ま
す
。
▽
雅
号
使
用
の
場
合
は
、

本
名
も
併
記
し
て
く
だ
さ
い
。
▽
入
選

作
品
は
、
当
日
会
場
で
発
表
し
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
▽
作
品

は
楷
書
で
記
載
し
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

せ
き
環
境
フ
ェ
ア
出
展
者

　
「
せ
き
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
６
」
を
10
月
16

日（
日
）に
市
役
所
庁
舎
周
辺
で
開
催
し
ま
す
。

市
内
に
お
い
て
、
日
ご
ろ
環
境
に
つ
い
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
や
市
民
団

体
の
中
か
ら
、
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

７
月
29
日
（
金
）
ま
で

に
実
行
委
員
会
事
務
局
（
生
活
環
境
課

内　

☎
23
―
７
７
０
２
）

※
後
日
、
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

関
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

■
募
集
人
数　

10
人　

※
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
、
結
果
は
後
日
全
員
に
送
付
。

■
主
な
業
務　

月
１
回
小
売
価
格
調
査
な
ど

■
任
期　

10
月
１
日
～
平
成
30
年
９
月
30
日

■
謝
礼　

年
２
万
４
０
０
０
円

■
申
込
・
照
会
先　

７
月
20
日
（
水
）
ま
で

に
商
工
課
（
☎
23
―
６
７
５
２
）

関市の人口
（６月1日現在）

 90,614 人（-59 人）

男 44,228 人 （-33 人）

女 46,386 人  （-26 人）

世帯数 34,783 世帯    （12 世帯）

※（　）は前月比

AⅡ（男性）・AⅡ（女性） B（男性）・B（女性）

受
験
資
格

年　齢 昭 和 60 年 4 月 2 日 以
降に生まれた者

昭和 60 年 4 月 2 日から
平成 11 年 4 月 1 日まで
に生まれた者

学歴等

学校教育法に基づく大
学（短期大学を除く。）
を 卒 業 又 は 平 成 29 年
3 月 31 日までに卒業見
込みの者

学校教育法に基づく大
学（短期大学を除く。）
を卒業または平成 29 年
3 月 31 日までに卒業見
込みの者を除く

試
験
方
法

第 1 次
試験

教養試験、作文試験
※作文試験は、第 2 次試験として評価する。

第 2 次
試験

口述試験、集団討論試験（警察官 A Ⅱのみ）、適性
検査、身体検査、体力検査、身体精密検査
※身体精密検査は、所定の身体検査書を提出
※体力検査種目（反復横跳び、立ち幅跳び、上体

起こし、腕立て伏せ、握力、20m シャトルラン、
五指関節、開眼片足立ち）

■受験資格・試験の方法 ■試験区分・採用予定人員・採用試験等日程（予定）

※採用試験申込書は、関警察署または最寄りの交番、駐在所
にあります。

※採用試験申し込みは、受付期間中に申込書を警察本部まで
持参（平日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分までの間）
または郵送。（郵便追跡が可能な特定記録または簡易書留）

試験
区分

採用予定
人員

受付
期間

第 1次
試験

第 2次
試験

最終
合格日

採用
予定日

AⅡ
（男性）

10 人
程度

7 月 15
日（金）

から
8 月 16
日（火）

9 月 18 日
（日）

岐阜会場 10 月
中旬
から
11 月
上旬

11 月
下旬

平成
29 年

4 月 1 日

AⅡ
（女性）

5 人
程度

B
（男性）

55 人
程度

9 月 18 日
（日）

岐阜会場
多治見会場

高山会場
B

（女性）
10 人
程度

区分
項目

7月3日（日）
8月7日（日）
午前9時～正午
市民課・国保年金課・
生活環境課に係る手続き

7・8月の
市役所

休日窓口開設

■照会先 
市民課 ☎23-7700
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